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2019年10月01日 投資環境の見通し（2019年10月号） 
2019年09月25日 2019年10月の注目イベント 米中貿易協議と米金融緩和の行方に注目 

2019年10月2日 

米株へ一時回帰するも、再びMMF、債券へ 
世界の「投信マネー」（2019年9月） 

 9月の投信マネーは全体で＋956億ドル（前月＋1,254億ド

ル）と引き続き高水準の流入超でした。「MMF」は＋546億ド

ル（同＋1,313億ドル）と流入超過額が大幅に縮小し、「債

券」も＋326億ドル（同＋470億ドル）と縮小しました。一方、

「株式」は＋32億ドル（同▲517億ドル）と流入超となりました。 

流入超過額は956億ドルと引き続き高水準 

株式ファンドは9月半ばまで「米国」が大幅流入超 

（億ドル） 

 9月は中旬にかけて大きな変化がありました。株式ファンドは

9月4日～17日の合計で336億ドルの流入超でした。「MMF」

は同▲100億ドル、「債券」は同＋120億ドルで、「株式」へ回

帰する動きが鮮明となりました。中心は「米国」で同＋380億ド

ルでした。一方、「アジア（日本を含む）」、「欧州」、「新興国」

は流出超でした。これは、米中閣僚級協議の再開が発表された

こと、マクロ指標が堅調であったこと、トランプ大統領が中国との暫

定的な貿易合意を検討すると発表されたことなど、米国景気の

先行きに対する安心感が広がったことが背景です。しかし、9月下

旬にかけては、トランプ大統領の弾劾を巡る動きや米中対立が

再び激化するのではとの懸念などから再び流出超に転じました。 

【投信の資金フロー】 

（注1）EPFRグローバル：米国に本社を置く金融商品の調査会社。
2019年8月末現在35.3兆ドル規模の世界のファンドの資金
フローデータを持つ。データは2019年1月～2019年9月。週
次ベース。2019年1月からの累計。 

（注2）「GEM」はGlobal Emerging Markets（世界の新興国市場
全体に投資するファンドの総称）。 

（出所）EPFRグローバルのデータを基に三井住友DS 
            アセットマネジメント作成 

 債券ファンドは、「先進国」が+304億ドル（同＋515億ドル）

と9カ月連続の流入超です。中心は「北米」で＋223億ドル

（同＋347億ドル）です。「新興国」も＋23億ドル（同

▲45億ドル）の流入超でした。中心は「GEM」で＋19億ドル

（同▲38億ドル）です。9月半ばまで米長期金利が上昇する

中、「北米」の流入超過額は減少しましたが、下旬にかけて長期

金利が低下する中、再び流入超過額が増加しました。 

 今後は、引き続き「MMF」と「北米」債券ファンドを中心に資金

流入が継続すると思われます。ただ、9月中旬のように、米国景

気の明るさが確認されたり、米中貿易協議の進展期待が膨らめ

ば、株式へ回帰する可能性があることがわかりました。10月の米

中閣僚級協議、米金融政策が引き続き注目されます。 

【債券ファンドの主要地域別資金フロー】 

（年/月） 

（億ドル） （億ドル） 

米国景気が明るさを増し、米中協議の進展期待が
膨らめば、株式へ回帰する可能性はある 

https://www.smam-jp.com/documents/www/market/kichikawa/houseview/201910houseview.pdf
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news190925gl.html

